
女性のつながりサポート支援事業 【岐阜県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 14,697 千円

交付金額 6,750 千円

事業番号 ２

訪問支援件数
（目標） ２５０件 （達成度）５０４件
居場所提供
（目標） ５００回 （達成度）１２２３回
相談窓口支援件数
（目標） ９６件 （達成度） ２件
意見交換会参加者数
（目標） １００名 （達成度）１０４名

◆清流の国ぎふ女性の活躍推進会議
【経済・各種団体】

県経営者協会、県経済同友会、県建設業協会、県森林施業協会、県商工会議
所連合会、県商工会連合会、県中小企業団体中央会、県農業協同組合中央会、
日本青年会議所東海地区岐阜ﾌﾞﾛｯｸ協議会
【行政】
岐阜労働局、中部経済産業局、県市長会、県町村会
【その他】
ＮＰＯ代表、企業経営者・人事担当者、学識経験者 他

○孤独孤立している人に情報が届かないことがあるため、生理用品の配
 布や相談する場所があることの更なる周知に努める必要がある。

○意見交換会をとおして、圏域が違っていても充実した支援を受けられる
ように、N PO等民間団体と行政がさらに連携を強化する必要がある。

〇本事業実施団体による知見を活かし、さまざまな不安に対応した
 支援を実施することができた。

〇多くの団体間での連携を図り、支援者を必要な支援につなぐこと
 ができた。

〇様々な不安を抱える女性が孤立・孤独に陥らないよう、NPO等
 の知見を活用して、訪問支援や居場所づくりを行い、必要な支
 援につなげる。

◆地域の実情
 新型コロナウイルス感染症の拡大・長期化等により影響を受け、不安を
 抱える女性への支援が引き続き必要となっている。

◆課題
孤独・孤立に陥らないよう、個々のニーズに応じたきめ細やかな支援が
 必要である。



事業の概要

◆女性のつながりサポート支援事業

さまざまな不安を抱える女性に対し、NPO等の知見を活用し、訪問支援の実施、居場所の提供、生理用
品の提供、相談窓口の開設、意見交換会の開催など、きめ細かい支援を実施した。

意見交換会（圏域別実施 計５回） 訪問支援 居場所の提供 ネット申請
５０４件 １２２３回 ２３８件
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